パブリックコメントの結果について

（仮称）魚津市子どもの未来応援計画（素案）に関するパブリックコメントについては以下の結果となりました。

◆意見を募集した案件　　（仮称）魚津市子どもの未来応援計画（素案）
◆募集期間　　　　　　　平成30年２月13日（火）～平成30年３月５日（月）
◆ご意見数　　　　　　　５件（持参２件、電子メール２件、郵送０件、ＦＡＸ１件）

いただいたご意見の内容は次のとおりです。お寄せいただいたご意見を踏まえ、今後「魚津市子どもの未来応援計画」の策定の参考にさせていただきます。
ご協力ありがとうございました。
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